
1 

 

Management Club Report Oct.2021Vol.226 

Management Club Report 
 

Oct.2021/Vol.226 
 

Monthly Opinion ≪ベスト・チームプレーヤーの矜持≫ 
 

 

 ９人の力を集めてプレーするのが草野球。「俺一人の力でも勝つ」と思う９人

が集まってプレーするのがプロ野球。確かそのような言葉を何かの書物で読ん

だ記憶があります。ただ、この言葉はそのままプロ野球チームの強化に当てはま

るものではありません。これは、他人を当てにせず自分の力量を磨き上げること

こそプロフェッショナルの姿勢であるという気持ちを表したに過ぎません。 

 しかしこの言葉は、「強い組織」を論じるに当り最も基本的且つ重要なことを

教えてくれています。それは、全員が「チームの勝利という目的を達成する」と

いう思いを強烈に持つことの意義についてです。「俺一人の力でも勝つ」とは、

自分はチームの歯車のひとつのような存在ではなく、チームのオーナーである

かのような意識を持とうと言っているのです。 

 真に強いプロ野球チームは、おそらくこのように強烈な目的意識を持った選

手が揃い、お互いの強みを生かし合うように、それぞれのポジションで磨かれた

技量を発揮するチームを言うのだと思います。 

 歯科医院においても全く同じです。自分が経営者であるかのような意識を持

って「医院の目的を達成する」ことを常に全員が意識し、お互いの強みを生かし

合うように、それぞれのポジションで磨かれた技量を発揮する。そんな歯科医院

こそが頭一つ抜け出して行くことになるでしょう。 

 今月はそのような『ベスト・チームプレーヤー』を目指すことの重要性につい

て述べて参ります。 

 

 

 

 

 

 

チームの勝利を意識し、勝利に貢献するプロフェッショナル 

プロ野球チームの目的は勝利です。選手一人ひとりが勝利を意識し、勝利を目

指してプレーします。ところが、自分の打率を上げたい、ホームランを打ちたい、

ファインプレーをしたい、多くの三振を奪いたい、といった個人の成績を優先し

て考えるプレーヤーはプロフェショナルではありません。ホームランもファイ

ンプレーも奪三振も、すべてチームの勝利という目的達成のために存在するも

のですので、『チームの勝利』を意識しないでなされたプレーは単なる個人プレ

ーに過ぎないのです。 

このように『チームの勝利』を意識して好プレーを演じることのできるプレー 
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